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＜連絡事項＞
・特記事項なし。
＜患者様連絡事項＞
・石切　久様～本日15時、青明舎橋本氏と面会しています。青山荘入所を検討し、1月24日（水）13:30から見学を予定する。（スタッフ付き添い要する。）

・中村　豊様～兵藤様より連絡あり。2月1日（木）11:00～14:00外食のため外出予定とのこと。
＜要注目患者様＞　
・小笠原　文人様～気分高揚さ著明で、女子トイレ使用し、紙パンツやペーパーを散乱させる迷惑行為あり。独語もあり、奇声も発している。衣類の購入など買物要求見られるが、他者とのトラブルはない。
・平　京子様～左下肢疼痛持続しているが車椅子自操し、日課は支障なく行っている。プ
ログラムにも明るい表情で参加する。妄想発言や不穏さはない。
・中村　徳子様～独りになると冴えない表情でうつむく様子はあるが、プログラムには明るい表情で参加している。幻聴に左右される様子はない。
＜村上Dr.患者様診察情報＞
・中野渡　鉄男様～両手指振戦軽減し、生活行動での指の動きは良くなっている。同内容処方継続する。
・十日市　利喜様～調子よく変わりなし。定期薬同内容で継続。
・高橋　康満様～「ラジオ体操ちゃんとできない」と訴える。無理はせずゆっくり実施する様主治医より説明あり。同内容処方継続。
<皮膚科診察>
・小豆畑　裕介様、河村　哲久様、島守　淳様、冨田　幸生様、向井　敦子様、小笠原　文人様、十日市　利喜様、出河　攻様、大久保　すい様、～同前処置
・高橋　康満様～フェキソフェナジン塩酸塩OD錠60㎎ 2 錠　2×1/朝・夕食後7日分処方。デルモゾールDP軟膏2本処方あり。

・井上　和美様～左下肢に急性湿疹は治癒している。陰部と足趾処置継続。エキザルベ軟膏1本処方あり。
・中村　豊様～テルビナフィン塩酸塩クリーム1本処方。

・平　京子様～両下腿の乾燥と表皮剥離著明に見られるが、軟膏いらないと話す。皮膚科
Dr.の説明で尿素クリームの塗布継続となっている。
・船場　幸子様～足趾爪周囲発赤著明。陥入爪所見あり。爪周囲の皮膚はテラマイシン軟膏塗布し、爪自体と指の間はテルビナフィン、足首はエキザルベ軟膏塗布+ガーゼ保護を継続して行うよう指示あり。

・田中　ハルエ様～西病棟からの継続で皮膚科受診再開。仙骨部から臀部の慢性皮膚炎兼、膿皮症にテラマイシン軟膏自己塗布していた。皮膚発赤は軽減しているが肥厚は見られる為、軟膏塗布を継続する。
・播摩　克子様～ヘパリン類似物質クリーム1本処方

＜SSTミーティング＞
・第1週目には全員目標を設定することが出来ている。
